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Abstract:TheMEDLINEdatabaseiswidelyacceptedasthepremiersourceforbibliographiccoverageof

biomedicalliterature.Untillate1980S,theMEDLINEhadbeenworkingontheon-linedatabasesystemwhich

requiredhighskillandwasrelativelyexpensive.Recently,thedatabasehasbeenprovidedasaCD-ROMmedia

alldenableGUI(graphicaluserinterface)baseretrievalonthepersonalcomputer.

In1994,thecampusnetworksystemcalled"NINES"wasconstructedinouruniversity.Everyofficeand

laboratorywereconnectedtotheLANandtheInternet.Underthisnetworkinfrastructure,aCD-ROM server

forsearchingSilverPlatter'sMEDLINEdatabasewasdeveloped.

ThesystemconsistedoftheIletWOrkoperatingsystem(NetWare3.llJ)andthehighperformanceSCSI

driver(SCSIEXPRESS)runningonth白old-fashionedPC/ATcompatibledesktop(i486DX/33,12MBRAMsand

120MBHDD)and12CD-ROMdrives.ClientpersonalcomputersincludingWindowsworkstation,DOSworksta-

tionandMacintoshcanaccessthedatabasesimultaneouslyalldrapidlyviatheLAN.

Since1995,OurcampuslibraryhasbeensupportedbyanewOVIDsystemthatisaclienトserverdatabase

system andhasawebbrowseruserinterface.Thus,ourCD･ROM serverisrunningwithoutMEDLINE

CDIROMs.TheCD-ROM servercanalsobeapplicabletomedicaldictionariesandself-madeCD-Rmediafor

educationalandresearchuse.

抄録 :MEDLINEは医学生物学分野でもっとも有用な文献検索データベースの-つであるOこのデ-タペースは1980

年代車ごろまでオンライソ検索が主体であり,研究者自らが手軽に検索できるようなシステムではなかったOその後,

CD-ROM メディアによるデータベースの提供が始まり,GUIパソコンの上で研究者自らが容易に検索できるような

システムが登場したo我 々は,SilverPlatter社のMEDLINECD-ROM による文献検索をネ ットワーク経由でおこな

うためにPC/AT互換機 とNetWareを用いたCD-ROMサーバを構築 した｡適切なSCSIドライバ(SCSIEXPRESS)

を選択することにより,学内の複数のパソコンからネ ットワーク経由で同時に検索をおこなった場合でも高速な検索

が可能であった01995年以降は図書館において,クライアン トサーバ型データベースで WWW ブラウザによる検索が

可能であるOVIDシステムが稼働 しており,本 CD-ROMサーバによる検索システムの運用はおこなっていないo今
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後は医用辞書あるいは自作のCD-Rメディアを用いた教育あるいは研究用CD-ROMサーバとしての利用を考えて

いる｡

緒 看

CD-ROM メディアは大容量かつ複製が容易であるた

め,音楽 メディアのみならず コンピュータのデジタル

データを低価格で配布する目的で普及している｡近年 こ

のCD-ROM メディアを利用 して文献データベースを比

較的安価に配布することがおこなわれるようになり,医

学生物学系文献検索データベースとしてもっとも普及し

て い るMEDLINEも1980年 台 の後 半 よ りCD-ROM

ベースでの提供がおこなわれるようになった｡新潟大学

図書館旭町分館でも1990年にこのシステムを導入してい

る｡しかし,旭町分館は歯学部からは比較的遠方であり,

MEDLINE文献検索システムを歯学部独自に持ちたい

という希望が多 く出された｡そこで,1993年に旭町分館

とほぼ同じシステムを歯学部内に導入した｡

1994年 に 新 潟 大 学 に キャンパ ス ネ ットワーク

(NINES)が構築され,学内のいたるところからネット

ワークの利用が可能となった｡我々はこの環境を利用し

て口腔診断ネットワークシステム1~3)を構築したが,その

構築過程で,同 じよ うな方法 によ りMEDLINE CD

-ROM を共有するシステムの構築を思い立った｡今回こ

のCD-ROMサーバ構築の概要を報告する｡

方 法

1) サーバの構築

サーバ として用 いた コンピュータは33MHz動作 の

i486DXを搭載 した PC/AT互換デスク トップ機で,内

蔵--ドディスクは120MB,メモ リは12MBを 搭載 し

ている｡なおこの コンピュータは以前データベース用
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写真 1 CD-ROMサーバ

サーバとして使用していたものでサーバの更新にともな

い余った もの を流 用 した｡SCSIイ ン ターフェイ ス

(Adaptec社製 AHA-1542CF)を2枚装着 し,そこに計12

台の倍速 CD-ROM ドライブを接続 した｡ネットワーク

OSとしてほNovell社のNetWare3.llJ(10User)を用

いた｡Macintoshからのアクセスを可能 とす るため,

NetWareforMacintosh3.011J(5User)を,そしてCD

-ROM ドライバとしてMicroDesignlnternational社

製のSCSIEXPRESSを用いた｡コンピュータはEther-

netカードを介 してキャソパスネットワークに接続 し

た｡(写真 1,図 1)

12台 のCD-ROM ドライ ブに はSilverPlatter社 の

MEDLINECD-ROM (写真 2)11枚をセットし,ネッ

トワーク上からこれらのCD-ROM を共有できるように

した4~6)｡これに伴い,MEDLINECD-ROMのライセン

スをマルチユーザライセンス契約へと変更した｡

2) 端末コンピュータの設定

SilverPlatter社が用意 している端末 コンピュータ側

のMEDLINECD-ROM検索 ソフ トは,PC9801シ リー

ズDOS用(以 下 PC98),PC/AT互 換 磯DOS用(以 下

PC/AT),Windows用,Macintosh用 の4種 が あ る｡

Macintoshではセ レクタ画面のAppleShareか らマウ

スのクリックで簡単にCD-ROM をマウン トすることが

できた｡PC98,PC/AT,WindowsではCD-ROM を仮

想 ドライブとして割当てるバ ッチファイルを記述せねば

ならず Macintoshと比較すると煩雑であったが,バ ヅチ

ファイルの例を記載 した説明書を配布することで対処 し

た｡

個人や医局でネットワークに接続しているコンピュー

タを利用してこのCD-ROM サーバの利用を希望する老
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図 1 文献検索システムの構成
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写真2 SilverPlatter社のMEDLINECD-ROM

に対してはアカウント (ログイン名とパスワード)を与

え,また歯学部内の2ヶ所に自由に利用できる検索用のコ

ンピュータを設置した｡写真 3はWindowsでの検索画

面を示す｡発行 したアカウン ト数は約507カウソ トで

あった｡

結 果

SilverPlatter社 のMEDLINE CD-ROM は 1枚 の

CD-ROM メディアに約 1年分の文献データが納められ

ているので複数年にわたる検索をおこなうためにはCD

-ROM メディアを交換する必要がある｡1993年に歯学部

内で 1台のコンピュータの上で検索システムを運用して

いた時には,同時に複数のCD-ROM メディアを収納で

きるCD-ROM ジュークボックスを用いて対処 してい

た｡このジュークボックスではカセットに6枚のメディ

アを入れることが可能であるから約 6年分の検索が一挙

に可能である｡しかし実際に運用してみると,メディア

の切 り替えが発生する度に数十秒の時間がかかり快適な

検索環境 とはいえなかった｡

我々が構築したCD-ROM サーバでは,フルセット11

枚のMEDLINECD-ROM を同時にアクセスすること

ができ,ジュークボックスでみられたようなタイムラグ

もなく複数年にわたる検索がス トレスなくおこなえるよ

うになった｡しかもネットワーク上の複数の端末から同

時に検索をおこなうことも可能 となった｡同時に利用す

る端末コンピュータの数が増えれば増えただけ,処理ス

ピードは落ちることになるが,検索スピードや検索結果

の表示については同時 3端末程度までであれば速度の低

下はなかった｡

このCD-ROM サーバはほとんど管理を要 しない｡通

常,サーバではデータのバックアップやセキュリティー

管理が必須であるが,本サーバはCD-ROMサーバ専用

としたため,データ書込みがないのでバックアップは全
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写真3 検索画面 (Windows版)

く必要ない｡管理業務は月に一度,送付されてくる最新

のCD-ROM を交換する作業のみであった｡サーバ-同

時アクセスできる端末 コンピュータの数はNetWareに

より同時10端末に,また MEDLINECD-ROM のライセ

ンスにより同時 8端末に制限されているが,検索を行 う

時のみサーバにアクセスするように周知徹底 した とこ

ろ,上記のライセンス数で不足することは全 くなかった｡

考 察

学術誌などに論文 として掲載される研究成果は一次情

報 と呼ばれるが,この膨大な数の一次情報の中から目的

とする情報をさがすために作られているものが文献検索

などの二次情報である｡一次情報は印刷媒体が主である

が,二次情報は迅速かつ正確に目的の情報を選別すると

い う目的から,元来冊子 として提供 されていた Index

Medicus,ExcerptaMedica,CurrentContents,BIOSIS

などの二次情報提供誌が1960年代 という早期から軒並み

電子メディア-移行していった｡最初は磁気テープによ

るオフライン提供,次いでDialogや BRSに代表される

通信回線を用いたオンライン検索がおこなわれるように

なった7,8)｡しかし,検索するには文字ベースの端末に暗

号のような検索命令を打ち込まねはならず,しかも従量

課金であったから,プロに検索を依頼するか,あるいは

ユーザ自らがコマンドを覚えて比較的低廉なデータべ-

スにアクセスするとい うことが行われていた9)｡こうし

た研究者自身には敷居の高かった文献検索作業が大きく

変革をとげたのは1980年代の後半に文献検索データベー

スがCD-ROM メディアにより提供されたことと,これ

を研究者 自らが容易に使 うことができるよ うな コン

ピュータのユーザインターフェイスが登場したことによ

る｡これによって,研究者自身が時間の制約を受けずに

文献検索をすることが可能 となった｡そしてその後のコ

ンピュータネットワークの発達により,このデータべ-
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スを研究者自身の机の上からいつでも利用することも可

能 となった｡

CD-ROM メディアは540Mバイ トとい う大容量をプ

レスという極めて単純な複製方法で大量生産することが

可能であり,デジタルデータを安価に流布するのに優れ

た メディアである｡1989年に発売されたSilverPlatter

社のMEDLINECD-ROMは比較的低価格であったた

め,日本でも1990年頃から急速に導入が進んだ｡我々は

このMEDLINECD-ROMをネットワーク経由で利用

できるシステムを構築することができるかどうかを検討

してみた｡この目的にはすでに市販のシステムがあった

が,これは大変高価であることに加えて本学部内でユー

ザの大変多いMacintoshから検索ができないことがわ

かった｡そこで,既存のNetWareサーバを用いてそれ

が実現できないかどうかを検討した｡複数のCD-ROM

を同時にサーバからアクセスするためには,単純にCD

-ROM ドライブを複数接続すればよい｡CD-ROMを接

続するためのSCSIインターフェイスは-枚あた り7台

まで接続可能であるから,11枚のMEDLINECD-ROM

を扱 うためには2枚のSCSIカードを使い1枚あた り6

台ずつ,計12台のCD-ROM ドライブを接続すればよいO

次に,Macintosh,PC98,PC/AT,Windowsのいずれの

パソコンからでもネットワ-ク経由でCD-ROMを読む

ことができるようなNetWare用のCD-ROM ドライバ

を探したところ,SCSIEXPRESSというドライバソフ

トでそれが可能であることがわかった5)｡こうして実際

にCD-ROMサーバを構築 して利用 してみた ところ,

MacintoshPC98,PC/AT,Windowsのすべてのコン

ピュータからMEDLINECD-ROMを利用す ることが

可能であったOまたCD-ROM は比較的データ読み出し

が遅いメディアであるが,SCSIEXPRESSとNetWare

サーバのデータ読み出し法とがうまく連携してCD-ROM

のデータを端末コンピュータ上から大変高速に読み出す

ことが可能であった｡

サーバ構築に要した費用は専用 CD-ROMサーバに比

べてはるかに低廉であり,しかもMEDLINECD-ROM

の 8userライセンスはシングルライセソスのわずか

50%増 し程度であるから,わずかな投資で文献検索は飛

躍的に能率化されたことになる｡

本システム構築後,旭町分館においてもはば同様のシ

ステムが構築され,更に1995年からはOvid TechnoL

ogies社 のOVIDシ ス テ ムに よるMEDLINEデータ

ベースに移行しているoOVIDシステムでは,データベー

スの供給 メディアはSilverPlatter社 と同様 CD-ROM

であるが,すべてのデータを--ドディスクにコピーし

てから利用するために,SilverPlatter社のものより高速

で,しかも現在はWWW ブラウザからも検索できる大

変使い勝手のよいシステムとなっている10)｡従って,1995

年以後は我々の構築したCD-ROMサーバによるMED_

LINE文献検索システムは稼働していない｡MEDLINE

CD-ROMに変わるCD-ROM メディアとして各種医学

辞書,診療 ･診断マニュアルなどを共有することを考え

たが,ネットワークライセンスが大変高価であった り,

またそのようなライセンス自体が設定されていないメ

ディアも多いため実現していない｡

最近は,パソコンでCD-ROMを作成するCD-Rシス

テムが大変安価になっているので,画像データベースや

ティーチングファイル等のオリジナルのCD-ROMを簡

便に作成することが可能 となっている｡こうしたCD

-ROMを作成し歯学部内で共有するような利用法を今

後は考えてゆきたい｡

お わ り に

近年のイソタ-ネットの爆発的な普及により,二吹情

報の媒体はCD-ROM というオフラインメディアから再

びかつてのオソラインメディアに回帰しつつある｡1980

年代までの複雑で高価なオンライン検索 とは打って変

わってWW Vブラウザ上から簡単に利用できる文献検

索サービスがおこなわれるようになってきている｡

さらに,インターネットは二次情報のみでなく一次情

報の電子メディア化をももたらそ うとしている｡イソ

クーネット上でサ-ビスされるオソラインジャーナルが

それであるが,その速報性と検索性は一時情報にとって

極めて重要でかつ紙の出版物には到底望めないものであ

る.こうしたインターネット上の文献検索サービスやオ

ソラインジャーナルの最新一覧は参考文献11)を参照して

いただきたい｡

最後に,今回のCD-ROMサーバの構築に技術的支援

をいただいた,信越情報システムの曽田耕一氏に感謝の

意を表する｡
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